





The Trial of the Housing Renovation in Housing Studies Department
 Junior College Part3:




















































の 2008年度の履修登録者は 9名である。そのうち、提出物が分析可能な者 9名を対象と
する。U短期大学介護福祉科必修科目の「家政学概論・実習」の 2008年度の履修登録者


























































































































































































図－ 12　部屋にある物（共栄） 図－ 13　部屋にある物（福祉系）
―　232　―
短期大学住居学科におけるリフォーム学の試み　その 3
―　233　―
Ⅳ　まとめ
　リフォーム学での授業中のプリントや宿題・課題は毎回必ずあり多いのだが、第 1回
めの「あなたの部屋を描いてみましょう」と「あなたの部屋の写真を撮ってみましょう」は、
どの学生も楽しく取り組めていた。正解を気にしなくてよいこと、自分のことを描けばよ
いこと、描き方が比較的自由であること等の理由であると思う。その反面、自分の背景が
さらけ出されることにもなり、大変な意味を持つ課題である。
　住居学においては、空間構成や作図の巧拙だけでなく、人の暮らしへの興味や理解の素
養が必要である。そしてその基本は、自分の身体と毎日の暮らしの中にたくさん学びの要
素があることを、繰り返し学生たちに伝えてきた。その一歩が本課題であり、そこから見
えて来るものは、今後の住居学や他の学科でも応用・展開できる多くの示唆を含んでいる。
今年度をもって終了する共栄学園短期大学住居学科において、意義ある学びの場を与えら
れたことは大きな喜びである。
　最後に、「リフォーム学」の講座を支えてくださった共栄学園短期大学住居学科の教職
員の方々と学生の皆様に感謝を申し述べたいと思います。
